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朝 出生率 14.65.% 全 71.1メ
死亡率 6.51 国 7.5 
婚姻 14.4 平 9.2

町離婚 0.87 均 0.74

註 受給調節の完全実施？と医学知識の向上と医療施設の完
備により出生、死亡とも全国平均を下廻っているが工場
施設が少ないため、県外に毎年多数の人が転出して仔く
ニとを重視せねばならなし、。
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作
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五
箇
庄
公
民
館
長
田
中
栄
次
郎

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り

一

間
保
被
保
険
者
の
待
機
に
は
伺
時
も
保

．険
税
の
納
入
に
対
し
御
協
力
を
賜
り
感
謝

一
し
て
い
る
次
第
で
す
。
後
保
険
者
の
皆
様

一
昭
和
三
十
五
年
度
会
計
閉
鎖
期
日
の
五
月

一
三
十

一
日
も
目
前
に
せ
ま
り
ま
し
た
国
民

一
健
康
保
険
と
し
て
は
会
計
年
度
迄
に
百
分

一
の
九
五
以
上
の
牧
納
率
を
あ
げ
な
け
れ
ば

一
国
総
補
助
に
支
簡
を
き
た
す
の
で
滞
納
し

一
て
お
ら
れ
る
御
方
は
是
非
五
月
三
十
一
日

一
迄
に
納
入
下
さ
れ
る
よ
う
御
競
い
し
ま
す

（

尚
今
度
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の

一
部
改

E
に
よ
り
畑山
保
険
者
が
出
諒
等
に

よ
り
長
期
に
わ
た
り
住
所
を
離
れ
る
同場合

は
別
個
に
彼
保
険
者
証
が
発
行
出
来
る
事

に
な
り
ま
し
た
か
ら
そ
の
場
合
は
、
世
帯

主
よ
り
届
出
下
さ
い
。
再
三
の
御
願
い
で

す
が
被
保
険
者
に
具
動
が
あ
っ
た
渇
合

（

出
生
、
婚
姻
、
転
入
、
転
出
、
死
亡
）
は

十
日
以
内
に
枇
硝
主
よ
り
届
出
致
さ
ね
ば

た
ら
ぬ
取
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
怠
た
ら

ぬ
よ
う
御
闘
い
し
ま
す
。

届
出
の
際
は
当
町
発
行
の
受
齢
証
と
印

鑑
持
参
さ
れ
る
事
を
申
添
え
ま
寸
。
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姫
産
婦
が
過
労
に
陥
っ
た
り
栄
養
の
不

足
を
来
た
し
た
場
合
、
死
鹿
児
と
な
り
未

熟
児
と
な
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
叉

新
生
児

（生
後
四
週
間
以
内
の
も
の
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
生
命
の
危
険
は
出
産
時

と
そ
の
直
後
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
生

れ
る
ま
で
母
体
の
内
部
で
外
界
の
刺
激
か

ら
守
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
狭
い
産
道
を

通
っ
て
外
に
出
る
と
自
分
で
呼
吸
を
し
、

母
乳
を
の
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ

の
外
い
ろ
い
ろ
な
外
界
の
影
響
を
直
後
に

受
け
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
起
る
か
ら

で、

｝
年
未
満
の
乳
児
死
亡
の
中
で
新
生

児
の
死
亡
は
約
五
五
%
を
占
め
て
い
る
。

即
ち
生
後
最
初
の
四
週
間
の
死
亡
が
そ
の

後
十
一
カ
月
間
の
乳
児
の
死
亡
を
上
廻
る

わ
け
で
、
こ
の
割
合
は
次
第
に
増
加
し
つ

つ
あ
り
、
新
生
児
が
乳
児
死
亡
対
策
と
し

て
も
監
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

班
産
婦
が
推
産
婦
手
帳
を
手
に
し
て
、

医
師
、
助
産
踊
の
診
断
を
受
け
、
出
生
児

は
最
初
に
出
産
介
助
を
行
っ
た
医
師
、
助

産
婦
の
手
で
指
導
さ
れ
る
か
、
病
、
産
院

に
入
っ
た
場
今
で
も
自
宅
分
娩
の
場
合
で

も
｝
週
間
か
ら
十
日
伎
で
指
導
の
手
を
鋭

れ
る
の
が
喫
情
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
後
が

指
埠
の
行
え
な
い
期
間
と
な
っ
て
い
る
c

当
町
の
保
健
制
は
凶
名
で
各
地
区
分
担
制

で
怖
産
船
、
乳
児
の
指
事
に
当
っ
て
い
ト
る

が
、
山
肌
晶
体
．婦
は
必
ら
ず
役
嶋
へ
届
出
て
純

産
婦
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
、
叉
出

産
後
医
師
、
助
長
婦
の
指
導
の
手
を
離
れ

た
後
は
、
保
健
婦
の
勤
間
指
導
を
受
け
健

会
u

な
育
成
に
よ
り
れ
唱
の
死
亡
率
を
低
下

し
母
子
衛
生
の
木
来
の
裂
を
高
め
よ
』
J
’。
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ニ
団
体
、
ニ
個
人
受
賞

去
る
四
月
五
日
高
岡
市
公
会
堂
に
於
て

第
六
回
富
山
県
環
境
衛
生
大
会
が
開
催
さ

れ
・
ま
し
た
が
そ
の
会
場
で
左
記
の
団
体
、

個
人
が
、
富
凶
県
知
事
貰
及
び
富
山
県
環

境
衛
生
協
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

記

出相
境
衛
生
優
良
団
体

富
山
県
知
事
賞

大
家
庄
保
健
組
合

ネ
ズ

ε駆
除
優
良
団
体
個
人

団
体
の
部

富
山
県
知
事
賞

山
崎
地
区

個
人
の
部

宮
山
県
知
事
賞

東

草

野

米

出

力

mm

一

富
山
県
環
均
衛
生
協
会
長
賞

一

栄

町

谷

繁

作

一

表
彰
を
う
け
た
谷
鱒
作
氏
は
駆
除
方
法
、

一

動
機
を
次
よ
う
に
の
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

一

『
ね
ず
み
が
人
に
及
ぼ
す
禅
の
大
き
い
事

一

は
誰
し
も
知
っ
て
い
ま
す
。
私
は
多
数
の

一

給
食
を
賄
う
者
で
す
が
、
食
中
毒
の
中
で
一

も
最
も
多
レ
と
一
五
わ
れ
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
一

に
供
心
を
持
っ
て
こ
の
曹
に
熱
を
加
え
て

一

死
滅
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
は
ね
ず
み
の
一

一

匹
も
い
な
い
給
食
場
に
す
る
事
を
期
し
て
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致さ後こ国にと る L、九ま四せ対ご団命日 を
しれはのによな 表て五す十ら策 臨 法保午 得
まん尚点周るつ 彰込 ・が四土L推席人険制 る
す事 ー j手知突て を優七、市ま進の結栂十
。を固くせ践結 受良う6I初町し擾も核互前
お結敬しの核 けな、日村た良と予会か
阪核意め賜対 るり加町が 。市に防社ら
い撲をたで策 にとえが表全町 、会大東

＠
昭
和
三
十
五
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結
核
対
策
推
進
優
良
市
町
村

（下）表彰状（上）表彰トロフイー

噌

E

’Fhunxu

真

国
民
年
金
印
紙
は
つ
い

て

一、

国
民
年
金
印
紙
は
役
場
枚
入
役
室
で

究
捌
き
を
し
て
お
り
ま
す
。

二
、
印
紙
は
四
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

三
、
印
紙
は

一
O
O円
と
一
豆

O
O円
の

二
種
類
に
な
っ
て
お
り
ま
す
6

四
、
満
二
十
オ
か
ら
満
三
十
五
才
に
な
る

迄
の
人
は
月
一

O
O円
で
す
。

五
、
満
三
十
五
才
に
な
っ

た
月
か
ら
一
豆

O
円
全
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

六
、
印
紙
は
七
月
、
十
月
、

一
月
、
四
月

と
年
四
国
検
認
す
る
事
に
規
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

七
、
検
認
に
は
地
区
単
位
に
出
て
行
き
ま

す
の
で
、
そ
の
時
は
必
ら
ず
検
認
を
受

け
て
下
さ
い
。

八
、
検
認
を
受
け
る
時
で
も
印
紙
を
購
入

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

結

一
婚

公
民
館
で
は
新
生
活

．

・
運
動
の
一
端
と
し
て
結

改

一

善

婚
霊
山
口
を
め
ざ
し
て
き

ー
ヵ
、
こ
の
ほ
ど
泊
公

民
館
結
婚
第

一
号
が
行
わ
れ
た
。

新
郎
は
米
田
幸
成
君
、
新
婦
は
吾
郷
幸

子
さ
ん
で
泊
公
民
館
が
手
せ
ま
い
の
で
第

一
保
育
園
を
借
り
た
。
館
長
の
司
会
に
よ

り
三
々
九
度
の
否
、
親
子
の
か
た
め
、
夫

婦
の
普
い
の
言
設
な
ど
型
の
よ
う
に
符
わ

れ
、
式
後
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
賑
や
か
に
催

さ
れ
た
。
二
百
門
会
費
で
約
五
十
名
の
友

人
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
結
婚
式
は
総
計

一
万
四
千
円
で
あ
が
っ
た
。

晴

海

産

稚

鮎

の

放

流

朝
日
町
役
場
産
業
認
と
制
U
町
内
水
面

漁
業
組
合
の
手
に
よ
っ

て
摂
川
に
五
千
、

小
川
下
流
に
一
万
五
千
匹
が
第

一
回
の
放

流
と
し
て
喫
鈍
さ
れ
た
。
な
お
五
月
中
に

第
二
回
、
第
三
国
の
以
流
が
予
定
さ
れ
て

い
る。

写



。

あ
な
た
の
趣
味
や
娯
楽
は
何
で
す
か
一

＠
政
葉
、
観
光
開
発
の
庇
策

＠

終
戦
の
当
時
あ
な
た
は
ど
こ
で
、
ど

一

ω電
力
開
発
に
よ
る
産
業
誘
致

ん
な
こ
と
を
し
て
レ
ま
し
た
か

一

制
御
、
山
、
温
泉
の
立
体
的
観
光
受

＠

今
ま
で
に
汲
も
－
つ
れ
し
か
っ
た
こ
と

－

入
服
勢
の
隊
立

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か

↑
＠
戦
前
戦
後
変
り
な
い
、
今
で
も
純
綿
で

O

結
嬬
改
善
が
叫
ば
れ
て
も
少
し
も
改

一

す

め
ら
れ
な
い
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
一

＠
東
洋
道
徳
的
な
戦
前
の
思
想
の
影
な
く

＠

朝
臼
町
発
展
の
根
本
対
策
を

一
つ
だ
一
自
由
奔
逸
な
利
己
的
振
舞
い
で
伸
び
の

け
・
め
げ
て
下
さ
い

一

び
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
輪
め
ふ
え
る

＠

獄

後

強

く
な
っ
た
も
の
は
女
性
と
靴

一
次
第
、
落
ち
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う

下
だ
と
レ
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
の
御

目

夫
人
は
ど
う
で
す
か

＠

最
近
の
十
代
背
少
年
の
動
向
に
対
し

ど
の
上
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か

－

左
の
七
羽
目
に

つ
い
て
議
員
諸
氏
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
求
め
ま
し
た

（識
席
順
）
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議
員
名

川
町
谷
健
次

住

所

宮

崎

所
属
委
員
会
総
務
委
員

。
時
事
、
文
化
問
題
等
の
読
書
書
の
親

賞

、

＠
北
朝
鮮
清
津
府
関
東
軍
参
謀
部
諜

報
無
線
機
関
「
ソ
」
軍
々
用
無
線
諜

報
の
業
務

＠
終
戦
時
家
族
共
無
事
生
還
し
た
こ
と

O
社
会
的
見
栄
の
意
識
が
あ
る
か
ら

結
婚
の
意
識
を
盛
大
な
ら
し
め
た
い
親

心
か
ら

（昭和32年8月8日）
第5種郵便物認可(3) 

，司、，2 ，『』

一

議
員
名

一

住

所

一

所
属
委
員
会

一
O
読
書
マ
ー
ジ
ャ
ン

＠
陸
軍
東
京
経
期
制
叫
に
勤
務
し
て
い
た

－＠
 
O
思
へ
き
と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

改
脅
す
る
勇
気
に
欠
け
て
い
る
か
ら

＠
農
地
の
区
岡
整
理
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

余
剰
労
力
を
資
産
に
む
け
る
こ
と
。
小

川
温
泉
K
K
と
話
し
あ
い
に
よ
っ
て
一

大
温
泉
郷
を
実
現
さ
せ
た
い

＠
変
ら
な
い

＠
人
間
つ
く
り
の
努
力
が
足
り
な
い
よ
う

だ
。
学
佼
教
育
に
お
い
て
も
こ
の
点
が

欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る 援

口

良

造

南
保
小
更

産
業
委
員
会

醗
員
名

住

所

隣
国
ニ
之
次
郎

大
家
庄
三
枚
橋

理

解

し

て

ほ

し

い

特

殊

学

級

山

崎

小

学

校

ふ
し
あ
わ
せ
な
子
供
を
幸
福
に
す
る
こ

一

普
通
学
級
で
は
も
の
も
言
わ
ず
、
友
達

と
は
、
親
の
願
い
で
あ
る
と
共
に
、
国
の
一
の
仲
間
入
り
も
し
な
か
っ
た
子
供
た
ち
が

義
務
で
も
あ
り
、
日
本
筋
法
二
十
六
祭
に
一
個
別
的
に
、
特
殊
な
作
業
を
通
し
て
指
導

教
育
基
本
法
二
条
に
、
叉
児
常
態
設
に
一
し
て
き
た
た
め
、
今
で
は
立
派
に
絵
日
記

一
も
は
っ
・
き
り
と
そ
の
趣
旨
が
示
さ
れ
て
い

一
も
か
き
、
か
ん
た
ん
な
計
算
も
出
来
、
そ

所
属
委
員
会
建
設
委
員
会

一
る。

I
Q
（
智
能
指
数

一
O
Oが
普
通
）一

の
子
な
が
ら
の
考
え
方
で
行
動
も
出
来
る

O
入
総
後
の
晩
酌
と
湯
治
旅
行
が
楽
し
み

一
が
五

O
t七
五
の
児
誌
が
二

μ乃
至
四
%
一
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
の
び
の
び
と
明

。
旧
大
家
庄
村
長
に
在
職

↑
お
り
、
会
闘
で
七
十
万
以
上
と
ま
で
拙
定
↑
か
る
い
子
に
な
り
、
毎
日
学
校
へ
来
る
務

＠
大
東
川
戦
争
が
終
戦
と
た
っ
た
と
き
、

一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

一
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

「
幾
多
の
若
人
を
般
の
庭
に
送
り
花
と

一
国
で
も
娠
で
も
特
殊
教
育
の
慌
興
に
多
額
一

然
し
特
殊
学
級
を
開
設
し
て
一
番
困
る

散
り
ゆ
く
悲
し
み
が
終
り
を
告
げ
た
の
一
の
費
用
を
投
じ
、
宮
山
県
で
は
昨
年
現
在
了
」
と
は
、
少
し
で
も
宰
福
に
し
た
い
と
思

で

一

で

、

養

護

学

校

が

十

二

、

特

殊

学

扱

が

三

一

う

父

兄

聞

の

無

理

解

、

一
般
人
の
関
心
の

O
結
婚
と
は
そ
の
人
達
の
人
生
最
大
の
喜
一
十
あ
る
。
下
新
川
で
は
山
崎
小
学
絞
だ
付
一
設
さ
か
ら
、
人
間
の
も
つ
劣
等
感
、
卑
屈

び
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
の
経
済
を
考
↑
だ
が
、
本
年
か
ら
は
、
入
ゃ
品
川
町
の
飯
野
小
↑感
に
ま
ど
わ
さ
れ
可
愛
い
い
子
供
の
現
在

え
て
窓
説
あ
る
よ
う
に
や
ら
ぬ
か
ら

一

学
校
と
、
入
善
中
学
校
に
新
設
さ
れ
る
こ

一将
来
を
考
え
な
い
で
、
そ
の
場
限
り
を
頬

＠
町
の
発
践
は
道
路
網
の
充
実
と
終
備
が

一
と
に
な
っ
て
い
る
。

一

か
む
り
で
通
ろ
う
と
す
る
浅
は
か
さ
か
ら

発
艇
の
以
礎
会
・な
す
も
の
と
思
う

一

樹
都
児
は
知
的
な
能
力
が
弱
い
の
で
あ
一特
殊
学
級
を
白
眼
視
し
、
却
っ
て
仇
に

＠
今
斑
ら
変
ら
な

い

一

っ
て
、
利
何
度
の
日
い
知
識
や
技
能
は
習
得
一
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
韻
に
逃
感

＠
お
い
者
に
は
付
び
て
い
た
だ
か
ね
ば
な

一
出
来
な
い
が
、
安
住
で
き
る
社
会
が
あ
り
一
な
こ
と
で
、
地
獄
社
会
の
方
々
に
も
っ
と

ら
ね
し
、
ま
た
仲
ば
し
て
や
る
べ
き
だ

一
そ
れ
相
応
な
生
活
自
際
が
得
ら
れ
れ
ば
、

一大
き
な
目
で
見
、
愛
す
る
た
め
の
深
い
心

そ
し
て
う
ん
と
働
く
と
い－
つ
こ
と
、

働

一
働
け
る
人
、
役
立
つ
人
と
し
て
社
会
に
受

一
で
、
不
幸
な
子
供
た
ち
を
故
っ
て
も
ら
い

か
ざ
る
者
は
人
生
の
落
伍
者
だ

一
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
に

一
た
い
こ
と
を
念
願
し
て
や
ま
な
い
。
ど
な

精
薄
児
教
育
の
ね
ら
い
が
あ
る
。

一

た
も
、
何
時
で
も
い
い
か
ら
見
て
も
ら
い

本
校
で
一
年
間
経
営
し
て
み
て
、
は
っ
一
朝
日
町
に
た
く
き
ん
の

特

殊

学

級
の
設

き
り
と
そ
の
証
差
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
一
立
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

言
つ

昭

和

三

十

六

年

度

一

り

ま

す

。
木
年
は
議
会
に
お
い
て
も
特
に

一

一ぼ

青

年

学

級

が

一
勤
労
背
少
年
教
育
を
重
視
し
て
十
二
万
円

一

－
学

開

設

さ

れ

ま

し

た

一
の
予
算
期
傾
を
芯
め
て
服
き
ま
し
た
。

一

一

働
き
つ
つ
学
ぶ
背
年
諸
君
は
、
み
な
さ

一

一
一」

勤
労
青
年
の
学
び
の
協
と
し

一
J

V

』

ー

一

一↑

1
M

て
、
本
年
度
も
四
月
一
日
よ
り

－
j

t
特
せ
る
町
民
の
期
待
に
答
え
よ
り
よ

一

一
、
学
級
成
果
を
め
ざ
し
自
己
の
研
蹄
に
努
一

E
一

翌
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十

一一

一

一力
し
て
下
さ
い
。
ま
た
父
兄
の
み
な
さ
ん

一

と

日
ま
で
次
の
学
級
を
開
設
す
る

一

一

4

：

一
も
こ
れ
ら
働
く
青
年
た
ち
の
ま
じ
め
な
学
一

H
日

こ
と
℃
な
り
ま
士

一

一

h

’

7

・1
7

一
級
活
動
に
対
し
て
深
い
御
理
解
と
温
い
愛

一

戸
川

大
家
庄
ハ
野
中
分
級
）
山
崎
南

一

↑

ト
O

一
情
に
よ
っ
て
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

，

d

保

〈
蛭
谷
分
級
）

五

箇

庄

泊

一

人

一
致
し
ま
す
。
勘
く
青
年
・
の
み
な
さ
ん
余
限

ノ

笹

川

宮

崎

境

（

大

平

分
d
一

」＝l

一

一
を
青
年
学
級
で
善
用
い
た
し
ま
し
ょ
う
口

幹
ロ

の
八
学
級
（
三
分
蔽
〉
で
あ
り
一

ハ，
V

こ
の
学
級
は
い
ず
れ
も
勤
労
背
一
青
年
学
級
へ
入
学
し
た
い
か
た
は
も
よ

e
h
l

年
三
十
人
以
上
の
者
の
申
請
に

一
り
の
公
民
館
長
青
年
学
甑
主
事
や
轡
年
団

指
H
V

よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
一
回
択
さ
ん
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

浜
田
監
次
郎

草

野
建
設
委
員
会

議
員
名

住

所

所
属
委
員
会

O
庭
作
り

酒

＠
山
口
県
厚
東
川
〆
ム
建
設
事
業
に
従
事

＠
町
議
会
議
員
に
当
選
し
た
と
き

。
因
習
及
び
虚
栄
心
か
ら

＠
水
力
発
電
所
を
誘
致
す
る

＠
同
感

＠
惑
い
映
附
及
び
テ
レ
ピ
実
話
雑
…
誌
の
影

叫
が
あ
る
よ
う
だ
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進減れのれもかる問け日で（ロ）とヲI＼，、其白川点璃今マを苅の品ら 考う以は平多 ょくす両に予四
さ少ばをる、 らこに て中は 。き て のは に慨年水 進意で係、稲 えなと平年いう、こはな綴月
れは臼涯のさ 7.kと所水は、水 をは後探回伺＊の の めし 、が一作 まこの竿枚で 。まの気りか二 盛邑
る勿中くをまを 。定を＊水が 行、六水植意国冬 か ててこ楠般管すと よ守主降しした為圧やら十 店更
。論＊す早し入＊の入 口口冷 いや月にえすがは け 用、れ付に理 。がう の水よか抑めのすみー
こ、漏るくてれ持水れをのた 、＼.. f:す後る低長引 き計かけか らな 見髄：うし問、高くる日 ・唾r
の~がよし、てち量る JI: 被 く 初深句 る活こいか き た悩 らら な今 に天込 l主 。上の天く 、と発 吾吾
Jま股上う、こ J.； がをかめ害淀 期水迄こ若 ととつ い的のれりをド つ 候で与問旬は気な ま、表 ’
か的つ 、需 のか語主流 、、 が＊ E主管はとす 。忠た 。な ＊た多は いをす少のはしは るた本の ，J
、にて時朝場ねくし制タ大性 背理、はる わの 安稲もく建 て念 。多平天り比傾カ邦北 翠'V
随初 、間 水合ばて込早方きの をの暖勿ま れで 定管のの米 持頭 く均気 も杭向 ム附陸 宮入
時期＊的 ロタなーむい かく強 促気い論で る何 増理と県改 意に 、気の現 1・1 がチ近地
＊生口にの方な日よ内らない 進持日で の の時 l肢に思＊良 し 、 ま(lfuよわがJ見 ヤは方 弓p
口育被力n11: ＊ぬ中ろに削ると すで中あ四 でも のはい捕の た 次 たはいれ変らヅ前三 三E
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マすい 旬二ソを もを除 砂る量、 －tlか励安マ業〈 ℃つ 緋 （二）来と分がよて川けlロ）る阻め 日付）マ分
病 ると 迄 ・ 量含争行し、 n か性病~ 七 九のを 中 や 、水 た除 すかの恐う計 i度 。闘にを 中 散分
害 。 以 n巴 五七 め少わた tx らを~ ~.lf ~ J1 -.;; M：秘 間 i自＊を ら草施るく追いに i吾平ぃ早 の 行自第耕部敢
虫 う料〆 ・て泌ぬ以耕、不虫 の 上 守防作 追 ＂巴をあ 、す肥傾初肥とすし期日）!Jj 中つ慎一 除 i既海
防 、不）五十・｝よ 外 了＋.： 六官発N主旬て をの 肥 はかて i陀るす向間 l土ぷ る 、j畠中の 耕てに回草の瀧
除 以足施lヤアがうはや月定住統 ） も栽キ は しけなく iJ:iるが生出 つが 初肥を中 除 、行 自 と 方
店の用戸 1 、に 、、 に に 、（丈以去をj究メ 行 な流いチに場i~＇奇来 て 、矧 ：主選問 立少いの 早法ど
の心 しニル必ず出水入す仔I］、後 高す手 わ いして’ラ待合いのる辻こ生 予ん除 作く、中期もヱ
肥司てメ当肥ゐ来口つる（）：；稲 の茎 る ζ ぬこ しそ干 いはかVJだ計の育ゐで主事 業と遅耕追よ！
料．土 ゐ）っ と。 る等て fヰ等の肥 数喝 し 乙 となのし 、、 ．・） ＼、：すさ 喝 の J定行作 をも随・途 肥 レル
；決 h J、半土だの か険を過効期合て と 。が ifi'：除法注羽避れ合促肥 う策 終五え草 。ォ、
捕 し；ぎ 九反則J!;f~ け 特 らが誘 繁（（ 、、 ら L 度 ：軍水意 tこけた 、進設よは る月はは I 
'I巴て、 ・当地に 中対！Jの多発茂 N 六 そ必lえ めにに作に すは る以初を計 う出 よーむ回 ス
でい 六四 ....＿， 11巴よ聞の i畠分し 、の月のに 除しな策しる 、こ外期はにに来 う杯し摘 に
按ら月 Kqチの つi畠処肥 にて徒効下 特県 草てるがて 。遅と、生かょする ににろ後 よ
配な 下 〈 ツ盤て肥をはあ牧 長き旬性奨 作おま終中 出 。余 脊る つるだ すー早十 る

「同六状で月 i兄除 ロド より密1江 り供が ポ配 1 立 ‘ L 
防上をはヨロるま虫平 1まに、 1さイ 派 4スE
除旬見ホコムイすの植 ！すはお イれス な 屯 l. 
（を後 てリパシネの多え i。向金スるカ 膏 4力E
~（リj 突斗土地ドイのゾで発に ！ 服きがカ方ウボ少 屯 l. 
日施カ、区 lの肪ウ 、被件 I~：まカ、ウ々ト 1 年 《ウ 2
段すらのル同除 ム B智う ｜；ウ‘せ L トには イを 屯 l. 
業る下肪剤時、シ H が荷 ｜ 、んりも ；、ス作 《トE
改よ旬除で防二、 C 多害 i 持。ま 、： 金 力る （ ~ I_
良 うに計 、除化ハさく虫 ｜物 」 す結 が ウた （t史t( 
普 にか画審な娯ム%なの ！をと 。構 か ト め （ .. I_ ~ 
及 ＿，けに 虫 ど虫 グ粉る発 ｜見い貴な 与 還の 〈り I~ 
所るて 従の の 、リ斉lj傾生 ｜てう乏運 る 動 ’ ｛ 
）。 、L、発綜ツパ撒向、 ｜想方人動と ー

生~ 、生合マエ布が特 I t震がので

のを金 資ぽけ なんのが と自達と無と中ょの全き
子せ持で 、で金るが経あそに分はの駄いにうで部れ
供んやあそなをよ、費 りう、の、教使うは教あ揃る
も 。有りれくか う普がまし誇貯保育L、言「育りえこ
、生関まは他けな通かすたり金誕のを葉スしまなと
身活階す 、のたこのか。所とで者ー省がカてせけ L
体保級。失人結と家る教に菩少についあウいんれ思
問護のし費の果は庭の育、びし迷にてり トま 。ばい
筈を遊かで幸が決ではで生をづ惑 し貯まはす徐なま
の受びもな福 、 し 、、 あき感つをて 蓄 す 、 。々らす
あけご 、くに自て大 止 るたじ捌かいす。質 H になが
るてとこ、も分あきむ以教るえけまるぜ素お整い
子いでの有なのりなを上背でてなすこいできえと最 ミ
供るは運益る串ま負得、のしゅぃ。とたあててい初 5
も家あ動なな福せ担ま多よょくで 少 もくる d 行うか
、躍りは出らだんとせ 少 さうこ 、年、 や」のくもら

米
作
朝
日
競
技
会
の
参
加

申

込

は

六

月

十

日

迄

稲
作
技
術
の
改
善
向
上
な
ど
を
図
る
た

め
例
年
、
朝
日
町
に
於
て
開
催
の
米
作
朝

日
一
跨
技
会
は
、
本
年
度
も
行
い
ま
す
が

御
双
知
の
よ
う
に
最
近
、
産
米
改
良
と
良

策
協
策
化
推
進
の
観
点
か
ら
口
州
都
の
統
一

が
強
く
叫
ば
れ
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
米

作
競
技
会
に
出
品
の
品
種
は
町
の
奨
励
品

位

（豊
年
早
生
、
越
路
早
生
、
黒
部

一
号

、
ま
ん
り
ょ
う
、
新
大
E
需
）
に
限
定
す

る
こ
と
与
致
し
ま
し
た
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
御
訴
承
下
さ
い
口

尚
出
口
問
要
領
は
次
の
通
り
で
す
か
ら
希
望

者
は
来
る
六
月
十
日
迄
役
場
産
業
銀

（
又

は
朝
日
農
業
改
良
普
及
所
）
へ
申
込
下
さ

る
よ
・ソ
御
願
い
し
ま
す
。

記

開催要領（抜粋）

て参加資格及申込

朝日町内に居住し、一0アール以上
の耕地を耕作する農民を以て参加資
格とし、六月十日遇、朝日町役場へ

申込むものとする。

一つ出品面積
七アール以上にして三枚以内とす、

但し此の場合出品田の中聞に河、道

路及び大きな眠時のないことを条件

とす

＝寸品種
平、中、晩を問わないが朝日町の奨

励品種に限定する。

四、審査方法

多牧陸賞及技術賞に区分し、何れも

容加申込と同時に闘場決定を符う。

審査のための刈取は三坪刈り（0・
二ニ坪宛一Oカ所）とし、生組重量及
一び調製玄米を秤量する。

審パ 幹討膏 「た i:iJJ
査ン商

城
部論年育、 日 四

あ古城域思のガ工 三 が周年離町月
結ロ会 山 十 活 幹 問師背ニ

け域 山 来 l で の 四発部のは年十
の い左のは J、名にの本県団九

ぼの 小 の名予 の が行心賀社の臼
通称て名 : 〆 出わ得と会幹夜

の 喜男宿屋出 りはよ 称、 ガ 席れ」 そ教部 泊」n品、、
決こり 定 ロ し各にの育研
定 の集募中

た地つ進主修民
し 程 ま 。区いめ事会館
ま厳 る のてかのがに
し正の 育講義た氏境行お
たな域 年 」 わい
。る山 団 「 でれて

こ
の
教
育
に
よ
っ
て
、
喜
々
と
し
て
訓
練

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
創
始
者

ベ
！
デ
ン
ポ
ウ
エ
ル
卿
は
「
こ
の
運
動
は

慈
普
事
業
、
教
済
事
業
で
も
あ
り
ま
せ

ん
、
子
供
自
身
が
少
し
で
も
良
い
生
活
、

良
い
家
庭
に
し
よ
う
と
い
う
自
発
活
動
を

起
す
な
ら
ば
二
十
年
先
に
は
必
ず
突
を
結

ぶ
よ
う
に
な
る
」
と
申
し
て
お
り
ま
す
。

帯
決
、

そ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
ス
カ
ウ
ト
迎
酌
は
、
新
生
活
運
動
で
あ

る
と
も
・
申
せ
ま
し
ょ
う
。
下
新
川
第
一
回

（
朝
日
町
）
で
は
入
団
希
望
者
を
お
待
ち

し
て
居
ま
す
。

H

今
夏
当
朝
日
町
に
於
て

第
二
回
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
川
地
区
大

会
が
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
準
備
中
で
あ

り
ま
す
。
町
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
山
連

盟
下
新
川
第

一
団
本
部
（
朝
日
町
教
育
委

員
会
事
務
局
内
）
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朝
日
町
膏
年
団
幹
部
研
修
会


